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おめでとうございますおめでとうございます
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総務大臣表彰（監査事務功労者）

　

平
成
３
年
、
有
漢
町
代
表
監
査
委

員
に
就
任
。
市
町
合
併
に
よ
り
退
任

さ
れ
る
ま
で　

年
余
に
わ
た
り
、
豊

１３

富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
た
的
確

な
判
断
に
よ
っ
て
指
摘
、
指
導
を
行

い
、
町
の
健
全
な
行
財
政
運
営
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
、
成
羽
町
代
表
監
査
委

員
に
就
任
。
市
町
合
併
に
よ
り
退
任

さ
れ
る
ま
で
の　

年
余
、
高
い
識
見

１０

を
持
っ
て
慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
適

切
な
指
摘
、
指
導
を
行
い
、
町
の
行

財
政
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
執
行
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
に
障
害
を
持
ち
な
が
ら
、
自
ら

障
害
を
克
服
し
、
仕
事
に
従
事
さ
れ

る
中
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
や
障

害
者
福
祉
の
充
実
に
も
尽
力
さ
れ
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
自
立
更
生
者

表
彰
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰（
自
立
更
生
者
表
彰
）

西井 久泰さん�
（川上町領家）

鷲塚 虎郎さん�
（有漢町有漢）

鳴瀬 敦祥さん�
（成羽町下原）

農林水産大臣表彰
　

昭
和　

年
に
有
漢
町
農
業
委

４７

員
に
就
任
以
来
、
合
併
後
の
現
在

も
高
梁
市
農
業
委
員
と
し
て
長

年
に
渡
る
豊
富
な
経
験
を
生
か

し
、
農
地
の
利
用
状
況
の
把
握
や

東森 邦男さん�
（有漢町上有漢）

担
い
手
と
な
る
農
業
者
へ
の
農

地
利
用
集
積
等
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
行
政
に
お
い
て
優

れ
た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、
地
域

で
の
相
談
で
は
適
切
な
判
断
力
・

実
践
力
に
よ
り
各
種
業
務
の
解

決
に
多
大
な
成
果
を
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
振
興
と
農
業

の
発
展
に
対
す
る
功
績
は
大
き

く
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
農
業
発
展
に
尽
力

農林水産大臣賞
　

昭
和　

年
か
ら
家
業
の
磨
き

５１

丸
太
の
生
産
、
加
工
、
販
売
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伐
採
や
搬
出
時
に
で
き

る
木
材
表
面
の
傷
を
処
理
す
る

畑　公平さん�
（津川町今津）

た
め
、
刃
先
が
カ
ー
ブ
を
描
く 
銑 

せ
ん

を
独
自
に
考
案
し
、「
年
輪
む
ぎ
」

と
い
う
技
術
を
独
学
で
習
得
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
や
経
営

方
針
等
が
評
価
さ
れ
、
東
京
都
で

開
催
さ
れ
た
「
第　

回
農
林
水
産

４６

祭
参
加
全
国
林
業
経
営
推
奨
行

事
（
�
大
日
本
山
林
会
主
催
）」

に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
初
、
県
内
で
は
平
成

２
年
以
来
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

林
業
の
振
興
に
貢
献
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文部科学大臣表彰
（生涯スポーツ優良団体表彰）

高梁市スポーツ少年団本部

　青少年の健全育成に貢献し、地域でのスポーツ

振興に顕著な成果をあげたとして、高梁市スポー

ツ少年団本部が文部科学大臣表彰を受賞。

　合併前の１市４町のころから４０年以上にわたり、

スポーツ少年団活動が盛んになり、現在は市内に

３２団体、８３２人の団員が活発に活動しています。
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高梁市教育委員会表彰
　教育や文化、体育の振興などに功績があった個
人や団体に贈る「平成19年度高梁市教育委員会表
彰」に２個人、１団体が選ばれました。

　川原さんは６０余年にわたり音頭方として、清水さん

は５０余年にわたり囃子方として、松山踊りの隆盛に努

められています。

　また、昭和３９年に発足した「備中松山踊り音頭

保存会」の会員として中心的役割を担い、要請があ

れば市内の学校や市外へ出向き、伝統芸能の保存や

普及、後継者育成など地域文化の活性化に貢献され

ています。

　児童が演奏活動を通じて、一人ひとりが自信を持

つことや人との交流によりコミュニケーション能力を

高めることを目的に、トランペット鼓隊として平成４年

に結成。地域行事や福祉施設などで演奏を披露して

います。

　こうした地域に根付いた活動は、特色ある学校づく

り、魅力ある地域づくりの中心となっています。

川原孝助さん�（落合町阿部）
清水シヅさん�（新町）

【個人の部】

ブルー  スカイ  ブルー NISHIYAMA
（代表　西山小学校長　赤木保弘）

【団体の部】

　

歌
・
書
・
画
の
三
芸
に
独
自
の

境
地
を
開
い
た
本
市
出
身
の
名

誉
市
民
・
清
水 
比  
庵 
に
ち
な
ん
で
、

ひ 

あ
ん

高
梁
比
庵
会
が
公
募
し
て
い
た

「
清
水
比
庵
大
賞
・
短
歌
の
部
」

の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
清
水
比
庵
の
偉
業

と
足
跡
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

優
れ
た
短
歌
を
広
く
募
集
し
て

文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
目
的

で
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
海
外
を
含
む
全
国
か

ら
１
１
１
４
首
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

主
な
入
賞
者
と
作
品
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

ベ
ビ
ー
バ
ス
に
抱
え
入
れ
れ
ば

　
 
嬰 

み
ど
り 

児 
は
無
垢
の 
足  
裏 
を
見
せ
て 
欠
伸 
す

ご 

あ
し 
う
ら 

あ
く
び

【
特
選
】高
梁
比
庵
会
長
賞

石
崎
博
美
さ
ん
�
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

　

職 
退 
き
て
わ
が
分
身
の
腕
時
計

ひ

　

置
か
れ
し
ま
ま
に
時
刻
み
お
り

【
奨
励
賞
】

山
崎
美
智
子
さ
ん
�
（
大
分
県
大
分
市
）

　

全
盲
の
児
が
新
任
の
わ
れ
の
手
に

　

指
を
重
ね
る
登
校
の 
朝 

あ
し
た

澤
田　

榮
さ
ん
�
（
京
都
府
城
陽
市
）

　

激
戦
の
鶏
冠
山
の
跡
め
ぐ
る

　

勝
つ
こ
と
も 
傷 
し
弾
痕
見
れ
ば（
旅
順
郊
外
）

い
た

田
村
ト
モ
さ
ん
�
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

　

幸
せ
の
重
量
と
し
て
バ
ス
タ
オ
ル
に

　

ず
し
り
と
重
き
孫
を
抱
き
取
る

【
大
賞
】

 山田　洋さん�

（千葉県白井市)

■問い合わせ　高梁比庵会事務局（文化交流館内��０１８０）

【
特
選
】高
梁
市
長
賞

田
所
妙
子
さ
ん
�
（
栃
木
県
佐
野
市
）

　

朝
霧
よ
り「
わ
っ
」と
駆
け
来
る
少
年
ら

　

紺
の
ジ
ャ
ー
ジ
の
風
が
過
ぎ
行
く

入賞者決まる！

　清水比庵大賞（短歌の部）第
４
回

新
し
く
教
育
委
員
長
に

江
草
さ
ん

　

教
育
委
員
会
は
、
任
期
満
了

の
官
尾
雅
彦
委
員
長
の
後
任
に

江
草
正
光
委
員（
備
中
町
平
川
）

を
選
任
。
ま
た
、
長
船
勝
巳
委

員
長
職
務
代
理
者（
上
谷
町
）を

再
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
と
も
に
平
成　

年
１９

　

月　

日
〜
平
成　

年　

月　

１１

１６

２０

１１

１５

日
。


